
環
境
市
民
会
議

■
10
月
26
日
ミ
�
テ
�
ン
グ
開
催

○
勉
強
会
の
開
催

　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課
普
及
林
産
係
林
業

改
良
指
導
員
か
ら
��
多
様
な
森
林
づ
く
り
�
と

題
し
�
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
割
合
と
今
後

の
変
化
�
松
く
い
虫
対
策
等
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
�

○
当
ワ
�
キ
ン
グ
チ
�
ム
で
は
�
次
の
と
お
り

サ
ブ
チ
�
ム
を
つ
く
り
�
活
動
す
る
事
が
検
討

さ
れ
ま
し
た
�

①
グ
リ
�
ン
ベ
ル
ト
�
鎮
守
の
森
�
公
園
な
ど

の
保
全

②
自
然
豊
か
な
�
き
れ
い
な
水
を
育
む
山
林
へ

導
く
�

③
休
耕
田
�
耕
作
放
棄
水
田
を
�
生
態
系
維
持

の
た
め
保
全
活
用
す
る
�

④
そ
の
他

■
10
月
31
日
検
討
内
容
報
告

　

(

１)

地
域
の
川
に
つ
い
て

　

・
川
は
流
域
全
体
の
公
共
の
財
産
で
あ
る
と
共
に
�
地
域
住
民
の
共
通
の
財
産
で
あ
る
�

　

・
水
辺
の
持
つ
経
済
価
値
と
し
て
�
や
す
ら
ぎ
の
空
間
�
ゆ
と
り
の
空
間
�
ヒ
�
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
防
止
�

防
災
�
イ
ベ
ン
ト
の
で
き
る
空
間

⇔

河
川
敷
と
そ
の
空
間
�
が
あ
る
�
人
々
が
川
に
注
目
す
る
事
が
川
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
く
る
�

　

(

２)

河
川
の
環
境
保
全

　

・
活
動
方
法

：

河
川
の
清
掃
状
況
の
把
握
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
と
し
て
長
門
町
の
�
千
年
の
森
�
構

想
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
て
み
る
�
工
場
の
廃
液
排
水
の
状
況
を
調
査
す
る
�

　

(

３)

水
資
源
の
保
全

　

・
雨
水
等
の
透
水
性
を
図
る
�
雨
水
利
用
�
各
家
庭
�
�
タ
ン
ク
利
用
�
補
助
に
つ
い
て

■
10
月
18
日　

中
央
公
民
館
�
地ぢ
も
と
が
く

元
学
の
す
す
め
�
実
行
委
員
会
の
主
催
で
��
う
え
だ
の
景
観
�
講
座
を

開
催

　

講
師
を
チ
�
ム
リ
�
ダ
�
の
竹
内
秀
夫
が
務
め
�
旧
ゼ
ニ
ヤ
写
真
館
�
旧
草
間
歯
科
医
院
�
信
州
大
学
繊

維
学
部
講
堂
�
上
田
蚕
種
協
業
組
合
�
旧
松
高
眼
科
医
院
と
�
市
内
に
残
る
擬
洋
風
建
築
を
見
学
し
た
�
建

築
年
�
構
造
�
屋
根
の
形
状
�
外
壁
仕
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
�
蚕
糸
業
を
通
じ
�
横
浜
か
ら
世
界
に

開
か
れ
て
い
た
上
田
で
あ
�
た
か
ら
こ
そ
�
た
く
さ
ん
の
擬
洋
風
建
築
が
残
�
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
な

ど
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
�

　

参
加
者
か
ら
�
旧
草
間
歯
科
医
院
を
ア
ン
テ
�
�
ク
シ
�
�
プ
や
喫
茶
店
�
レ
ス
ト
ラ
ン
に
�
旧
ゼ
ニ
ヤ

写
真
館
を
グ
ル
�
プ
の
活
動
拠
点
に
使
い
た
い
な
ど
と
い
う
意
見
が
あ
り
�
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
�
今
後
は
�
こ
れ
ら
の
活
用
ア
イ
デ
ア
を
現
実
の
も
の
に
近
づ
け
る
た
め
�
更
に
持
続
可
能
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
�

自
然
豊
か
な
山
と
川
を
育
む
ま
ち

誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

〜
き
れ
い
な
水
の
循
環
を
考
え
る
〜

う 

え 

だ 

の 

景 

観
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う
え
だ
環
境
市
民
会
議
は
�
市
民
・
事
業
者
・
市
の
パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
に
よ
り
�
７
つ
の
ワ
�
キ
ン

グ
チ
�
ム
に
わ
か
れ
�環
境
を
よ
く
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
�
毎
月
こ
のN

E
W
S

に
よ
り
�

み
な
さ
ん
に
活
動
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
�
活
動
に
は
�
誰
で
も
�
ど
の
ワ
�
キ
ン
グ
チ
�
ム

に
も
参
加
で
き
ま
す
�
豊
か
な
環
境
を
未
来
に
残
す
た
め
に
�
一
緒
に
活
動
し
ま
し
�
う
�

●
次
回
ミ
�
テ
�
ン
グ　

11
／
18
�
火
�
午
後
１
時
30
分
か
ら　

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
�
ア
情
報
セ
ン
タ
�

会
議
室　

講
演

：

マ
ル
チ
メ
デ
�
ア
情
報
セ
ン
タ
�
清
水
所
長
�
現
代
社
会
と
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境
�
山

林
の
荒
廃
と
再
生
�
山
林
化
し
た
荒
れ
放
題
の
山
腹
の
畑
の
復
活
と
活
用
��



■
10
月
31
日
検
討
内
容
報
告

○
各
家
庭
で
出
来
る
省
エ
ネ
ル
ギ
�
の
具
体
案
作
成

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
�
の
活
用

：

太
陽･

水
力
・
風
力
・
そ
の
他
の
方
法
検
討

○
ゼ
ロ
エ
ミ
�
シ
�
ン
�
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
�
の
た
め

　

・
廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
�
再
生
燃
料
化
�
よ
り
生
れ
たB

D
F

�
バ
イ
オ
・
デ
�
�
ゼ
ル
・
フ
�
�

エ
ル
�
の
供
給
と
啓
発

　

・
菜
の
花
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

：

塩
田
の
う
え
だ
フ
�
�
ム
に
て
14
年
秋
よ
り
蒔
種
し
初
夏
に
収
穫

○
ヒ
�
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
観
測

：

森
と
街
に
気
温
測
定
器
を
設
置
�
計
測
�
身
近
に
あ
る
緑
地
が
私

た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
�

○
地
球
温
暖
化
の
監
視
�
５
年
�
10
年
�

　

・
ケ
ヤ
キ
の
開
花
日
観
察
・
残
雪
モ
ニ
タ
リ
ン
グ�
浅
間
山
・
立
科
・
北
ア
ル
プ
ス
�・
烏
帽
子
岳
の
監
視�
初

雪
・
残
雪
�

　

信
州
大
学
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
ネ
�
ト
ワ
�
ク
の
活
動
に
�
チ
�
ム
と
し
て
参
加
す
る
か

検
討
し
ま
し
た
�
地
域
の
生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
生
産
す
る
�
有
機
資
源
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
目
的
で

す
�
今
後
�
参
加
に
向
け
て
�
更
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
�

●
次
回
ミ
�
テ
�
ン
グ　

11
／
21
�
金
�
午
後
１
時
30
分
か
ら　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室

■
10
月
９
日
ミ
�
テ
�
ン
グ
開
催

○
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
水
俣
市
�
北
九
州
市
の
資
料
を
取
り
寄
せ
紹
介
し
た
�

○
前
回
に
引
き
続
き
�
今
後
の
進
め
方
を
提
案
し
あ
う

　

・
環
境
問
題
は
間
口
が
広
く
�
人
間
の
生
活
・
活
動
す
べ
て
が
環
境
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
�
ど
こ
か

ら
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
戸
惑
う
�

　

・
個
別
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
は
�
他
の
個
々
の
WT
で
取
り
組
ま
れ
る
の
で
�
環
境
問
題
を
ト
�
タ
ル
に

学
ぶ
場
を
設
定
す
る
方
向
で
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
�

　

・
環
境
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
る
市
民
グ
ル
�
プ
や
�
生
涯
学
習
課
�
公
民
館
な
ど
の
講
座
の
情
報
を
収

集
し
�
出
来
る
だ
け
協
働
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
�

　

・
他
の
WT
と
の
連
携
を
図
り
�
学
習
会
の
内
容
�
ス
ケ
ジ
�
�
ル
等
を
調
整
し
て
�
講
座
の
企
画
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
�事
務
局
会
議
で
他
の
WT
の
活
動
計
画
�内
容
を
把
握
し
て
�今
後
の
企
画
を
考
え
て
い
く
�

　

・
他
の
グ
ル
�
プ
�
WT
な
ど
と
の
コ
�
デ
�
ネ
�
ト
機
能
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
�

　

ま
だ
始
ま
�
た
ば
か
り
で
�
メ
ン
バ
�
各
自
の
考
え
も
方
向
性
も
明
確
に
な
�
て
き
ま
せ
ん
が
�
一
人
一

人
が
納
得
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
�
焦
ら
ず
じ
�
く
り
楽
し
み
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
�

●
今
後
の
予
定　

11
／
４
�
火
�
県
環
境
保
全
協
会
へ
�
環
境
関
連
書
�
資
料
�
ビ
デ
オ
の
視
察

次
回
ミ
�
テ
�
ン
グ
11
／
10
�
月
�
19
時
か
ら　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室

地 
球 

Ｓ 

Ｏ 

Ｓ

ご
み
減げ
ん

（
５ゴ
ミ
ゼ
ロ

３
０
）
〜
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
ま
ち
〜

環 

境 

学 

習   

〜
命
い
の
ち
の
連
環
を
学
ぶ
〜

　このグラフは、秋の一週
間の気温です。日中の一番
暑さを感じる時には、2.6
度も気温差があります。森
では、葉が蒸散作用するこ
とや、木陰を作ることから
気温が抑えられるのです。
また、真夜中には、2.1 度
も差が出ます。日中暖まっ
たアスファルトやビルの
壁などが、夜になっても熱
を放出し続けているため
です。暑いからと、冷房器
を使用して、また暑さを呼
んでいる状態に、森・緑の
果たす効果を取り入れた
らどうかと考えています。

森と街の気温比較 森と街の気温比較 
■
10
月
17
日
ミ
�
テ
�
ン
グ
開
催

○
�
ご
み
減
�
活
動
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
�

○
食
品
ト
レ
�
削
減
に
つ
い
て

　

先
進
地
で
あ
る
長
野
市
の
�
な
が
の
環
境
パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
�
の
取
組
事
例
を
�
長
野
市
の
担
当
者
の

方
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
�
い
た
だ
い
た
資
料
を
基
に
�
ご
み
減
チ
�
ム
と
し
て
の
取
組
方
法
を
次
回
ま

で
に
各
自
検
討
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
�

○
上
小
地
域
有
機
資
源
循
環
ネ
�
ト
ワ
�
ク
に
つ
い
て
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事
業
者
対
象
の
ワ
�
キ
ン
グ
チ
�
ム
で
す
�
事
業
者
間
の
環
境
対
策
情
報
の
交
換
や
�
上
田
市
版IS

O

の
構
築
に
よ
る
�
小
規
模
・
個
人
事
業
者
へ
の
環
境
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
及
び
支
援
を
目
指
し
ま
す
�

う
え
だ
環
境
市
民
会
議
今
月
の
予
定

　

第
２
回
う
え
だ
環
境
市
民
会
議
開
催

日
時

：

11
月
28
日
�
金
�
午
後
１
時
30
分
か
ら　

会
場

：

清
浄
園

内
容

：

講
演
会
�
地
球
環
境
と
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
�
講
師

：

林　

一
六　

筑
波
大
学
名
誉
教
授　

他


